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日本株式市場が軟調に推移しています。この背景としては、欧州の根強い財政・金融不安に加え、足元で

 

発表された米国や中国の経済指標が、市場の予想よりも低い内容となったことなどから、世界景気の腰折

 

れが懸念されていることなどが挙げられます。特に、世界景気動向の影響を受けやすいとみられる輸出関

 

連株の下落が目立っています。

最近の日本株式市場の下落によって、東証１部のPBR（株価純資産倍率）は、1.04倍（7月1日現在）と、理論

 

上の解散価値まで低下しています。2008年秋以降の、世界的な金融市場の混乱時には、PBRが1倍を割れ

 

ましたが、一般的には、PBRの1倍水準は、株価の下限であると考えられています。金融市場の混乱時と現

 

在では、日本の企業業績見通しなどが大きく異なっていることを考えると、今後、世界景気の動向を注視す

 

る必要はありますが、株価はひとつの下値目処に近づきつつあると考えられるのではないでしょうか。

2010年7月2日

ＰＢＲから見た日本株式市場

楽読

 

（ラクヨミ）
Ｖｏｌ.266

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません

ＴＯＰＩＸ

ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）と東証1部のＰＢＲの推移

 

2008年1月4日～2010年7月1日（ポイント）

割安

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

（倍）

東証1部のPBR

PBRは、企業の持つ資産に注目した指標で、企業の1株当りの純資産に対し、株価が何倍まで買われているかを

 

表したものです。企業の純資産は、

 

「解散価値」を意味するといわれていることから、PBRが1倍に満たない状態

 

は、「株価が会社の解散価値を下回っている」状態であり、理論上割安な水準にあるとみられています。

割高

世界的な金融市場の混乱時


	スライド番号 1

